
 

 

 

 

                              

 

医療・介護と協同組合 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

・日本の医療互助運動は、賀川豊彦の社会思想のもと 1932年に東京医療利用組

合が結成されたことを機に全国的に広がった。 

・みえ医療福祉生協は、三重県内 5つの医療生協が合併して誕生した。医療生協

は、医療機関や介護事業所などを所有・運営し、組合員と職員の協同によって 

健康と生活に関わる問題を解決するため事業と活動をおこなっている。 

・基本理念は、健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくるである。

そのために、地域まるごと健康づくりや、地域住民と医療や福祉の専門家の協

同、多くの人々の参加で地域に協同の“わ”を広げることを大事にしている。 

・事業と活動の特徴は、専門家と組合員が協力して保健予防活動に取り組むヘル

スプロモーションと、事業所利用委員会など組合員参加による民主的運営、班

会の活動を通した組合員の健康づくり、差額ベッド代を徴収しない無料低額

診療事業の実践である。 

・組合員一人ひとりの願いや想いを実現するために組合員活動がある。組合員３

人以上で班会を結成している。班会は、健康づくりの場、地域でつながる場、

支え合う場、地域ネットワークの場である。班を地域で広げていきたい。 

・くらしを取り巻く環境は変わってきてる。健康寿命を延伸し平均寿命との差を

縮めることが大切であり、地域包括ケアシステムの構築が大事である。 

・医療の場は地域の方々の暮らしそのものである。治す医療から治し暮らしを支

え合う医療が大切である。組合員の声から見えてきたものとして、誰も取り残

されない支え合いのネットワークと、協同の社会づくりが必要である。 

・地域の課題は、組合員や地域と一緒になって解決していかなければならない。 
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第７回（11月 21日）：受講 49名（受講生 45名・聴講＆スタッフ 4名） 

生協は組合員のニーズと願いを基礎とした助け合いの組織である。医療の現

場は暮らしそのもの、治療と暮らしを支え合う医療が大切である。そのために

地域との協同や仲間を増やすことが大事である。仲間が増えることで、つなが

りが生まれ、組合員のくらしや地域をよくしていける。組合員の声に寄り添い、

誰一人取り残さない社会の実現のために尽力することが必要である。 
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第７回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 
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